
令和７年度 府中市立保育所自己評価チェックシート実施結果 

府中市立小柳保育所                                                          【参考】公立保育所平均値 

自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

1 人権尊重 100% 0% 

職員は、成長著しい乳幼児期に携わる大人として、子どもが日々安心

して過ごせる場所であるために、性格や生まれ育った環境、状況の違

いを念頭に置き、個々の人権を尊重した丁寧な関わりを心掛けてい

る。 

 99.9% 0.1% 

2 説明責任 97.8% 2.2% 

保護者一人ひとりの気持ちに寄り添い、傾聴や受容に努め、専門的な

説明が必要となる内容であっても、わかりやすく説明することを心掛

けている。 

 99.7% 0.3% 

3 情報保護 100% 0% 

日々の職員間での会話等も情報源になり得ることを各自が意識し、業

務上知り得た個人情報が漏洩しないよう努めている。また、個人情報

は、マニュアルに沿って厳重に保管され、職員は法令を遵守している。 

 99.8% 0.2% 

4 苦情解決 97.8% 2.2% 
日頃から保護者の話を傾聴し、保護者の声を真摯に受け止めること

で、信頼関係を築けるよう努めている。 
 99.8% 0.2% 

5 保育内容 99.1% 0.9% 

個々の嗜好や特性、家庭環境、背景に配慮し、少人数ならではの丁寧

な保育の中で、人との関わりの基礎を育むことを大事にしている。今

後は、子どもの発見や探求心を保育にどのように落とし込み、広げて

いくか保育所全体で話し合い、保育内容の充実を図っていく。 

 99.3% 0.7% 

6 小学校との連携 95.5% 4.5% 

児童要録の送付、近隣の小学校との交流等を行っている。また、緊急

時の避難場所でもあるため、今後も小学校と連携を取り、かけはし期

の子どもが安心して就学を迎えられるよう、連携を強化したい。 

 98.6% 1.4% 

7 健康支援 93.8% 6.2% 

日頃から子どもの様子を十分把握した上で、変化に気づいた時には看

護師をはじめ、職員間で情報を共有している。また、保護者から得た

情報の取扱いに十分留意し、子どもたちが保育所で元気に過ごせるよ

う、健康管理に努めている。 

 99.2% 0.8% 

8 食育の推進 98.9% 1.1% 

食育活動、行事や季節に合わせた献立、様々な食体験について、年間

を通じて計画することで、保育所で味わったことが食べるきっかけと

なり、好きな食材やメニューが増えるなど、食に関する様々な楽しい

経験を積んでいる。 

 99.8% 0.2% 

9 環境・衛生管理並びに安全管理 100% 0% 

プロジェクトを中心に、毎月、事故予防に関する意見交換を行ってい

る。また、危険箇所については、保育所内外の危険箇所マップを各ク

ラスに配布し、修正・更新を行いながら、職員間で共有している。 

 99.9% 0.1% 



自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

10 災害への備え 97.0% 3.0% 
総合防災訓練や毎月の避難訓練、不審者対応、水害時の避難について、

子どもたちを交えながら、実践方式で災害時の対応を訓練している。 
 99.7% 0.3% 

11 子育て支援（保護者への支援） 97.3% 2.7% 

保護者が安心して保育所を利用できるよう、各家庭の状況の理解に努

めている。また、必要な場合は職員間で情報を共有し、関係機関と連

携を取りながら、保護者支援に努めている。 

 99.1% 0.9% 

12 子育て支援（地域等への支援） 89.4% 10.6% 

園庭解放等を実施し、地域に根ざした保育所づくりに力を入れてい

る。また、日吉保育所に「はぐ」が開設されるため、地域担当職員と

協力しながら、楽しく安心して参加できる交流の場となるよう努めて

いく。 

 98.3% 1.7% 

13 要保護児童への対応 100% 0% 

日頃から子どもの様子を丁寧に把握し、気づきや変化がある時は報告

連絡、相談を行い、必要に応じてマニュアルに沿って他機関と連携を

取るなど、適切な対応を行っている。 

 99.8% 0.2% 

14 

特色ある教育と保育 

（特別な支援を要する子どもへの対

応） 

100% 0% 

保育所、保護者と情報を共有し、個々への理解を深めることで、あり

のままの多様な姿を受け止め、子どもに合わせた保育を行っている。

また、各関連機関と連携を図り、適切な支援にも努めている。 

 99.9% 0.1% 

15 地域の実態に対応した保育事業 95.5% 4.5% 

ボランティアや職場体験等を積極的に受け入れ、地域に根ざした保育

所として関わりを増やし、子どもたちにとっても、良い刺激となって

いる。 

 97.6% 2.4% 

16 研修 99.1% 0.9% 

研修を通じて学んだことを職場で共有し、理解につなげている。今後

も各自がスキルアップしていけるよう、保育についての意見やアドバ

イスをお互いに伝え合えるような取組をしていきたい。 

 98.8% 1.2% 

 

自己評価チェックシートを実施しての振り返り 

・小柳保育所では、少人数ならではのゆったりとした雰囲気の中で、個々の子どもの背景を念頭に置いた人との関わりの基礎を育む丁寧な保育を実施してきまし

た。また、毎月、職員間でスローガンを掲げ、職員の思いを一致させるとともに、日吉保育所への統合に向けて、子どもを真ん中とした保育に取り組んできま

した。次年度に向けては、新しい園舎になり、１クラスの人数が多くなる大きな変化がありますが、子どもの豊かな発想や発見、探求心を保育の中に取り入れ、

より充実した保育内容になるよう、職員全体で取り組んでいきたいと考えています。 

・地域の実態に対応した保育事業については、地域に根ざした保育所づくりを念頭におき、中学生の職場体験の受入れや小学校との交流、ボランティアよる絵本

の読み聞かせ、音楽会等を行ってきました。地域の方との交流は、子どもや職員にとって大きな刺激となり、今後も継続していくことが大切であると考えてい

ます。保育所の場所が変わることで、環境の変化もありますが、地域の方から愛される保育所であるよう、地域とのつながりを大事にしていきたいと思います。 


